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★新建築家技術者集団 お知らせ         写真上 気仙沼市 小泉海岸と巨大防潮堤 （関連記事 P8） 

2025年 建築とまちづくりセミナーin仙台 へのご参加ありがとうございました。 

✔ 新建築家技術者集団 第35回全国大会  ２０２５年11月29日（土） 
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市民運動で通学費の格差を解決！（最終回） 

一人のお母さんの訴えが、地域社会と行政を動かす 

山口 瑞子 

8 「新たなフリーパス」を宮城交通にも導入との朗報（2023年5月15日）を受けて 

（1）導入が決まるまでの運動の 4つのポイント 

私たちは、２０２３年 4 月 23 日のつどいを成功させた後の運動をどう進めるか、第 2 次署名活動のこと

などを議題とした会議を5月15日に持ちました。なんと、その席上に、私たちの運動が実現の運びになった

という朗報が入ったのです。私たちは、喜びとともに、集い成功からまだ１か月も経たないうちの展開の速

さに一同、驚くばかりでした。しかし、思えば考える会の立ち上げから5年経っていました。 

この５年間の運動の推進力は何か、以下4つのポイントに整理しました。 

① 地域を巻き込んだ5675筆の住民の声の重さ 

② 結節点としてのつどいの成功・・・公共交通推進課長が出席し地域住民５０人以上の参加 

③ この運動の①と②の2つの山を越え、そのすそ野を支え続けてきた議会での論戦 

④ その時々の情勢で取り組んだ市長への手紙、当局との話し合い、宮交との話し合い 

この 4 点から、住民運動は議会での論戦無くしては実現が難しいということを実感させられました。また

その逆も言えます。2つはあざなえる縄の如しの関係であると思います。 

わたしたちは、この制度が 2024 年 10 月 1 日から実施されるという朗報を知らせるべく、チラシ（下図）

を作成しました。これまで運動に参加されてきた方々や署名活動に協力いただいた町内会や団体、個人など

多方面にお知らせをしようというものです。地元新聞でもいち早く報道されました。 

【資料】 制度実現のお知らせチラシ 太白区西部地区バス問題を考える会作成 
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（２）導入決定後の仙台市との懇談 2023年9月7日 

私たちは、「新たなフリーパス」制度が実際にはどんな形になるのか、その経過でもいいからお話を聞き、

私たちの側からも要望も伝えておきたいとの願いのもと、2023年9月7日に仙台市都市整備局公共交通推進

課との懇談会を持ちました。 

担当課長からの説明は以下の通りでした。 

 

  

 

 

 

私たちからは、宮城大学（黒川郡大和町）や尚絅学院（名取市）など、これまで恩恵のなかった大学生に

新たな施策を講じてくれたことが大変嬉しいとの大森代表の話をはじめ、フリーパス 5970 円と宮交バス定

期券の平均運賃12,000円との幅を極力5970円に近づけてほしいこと、地下鉄とバス利用の乗り継ぎ・料金

設定は今回の施策でどうなるのか…など要望や懸念事項が出されました。嵯峨市議（日本共産党。前）は、

今回の前進を評価し、さらに「公平性を確保するには市の財政負担は不可欠であり、仙台市バスがフリーパ

ス導入によって利用客を増やし軌道に乗せたように、宮交バスやミヤコーバスでもどう利用客を増やしてい

くのか、それにはどうしても利用金額を使い勝手のいいものにすることが必要」と述べました。考える会と

しても、現在のフリーパスと同水準に近い料金が提示されることを強く願うものでした。 

課長は回答の最後に、「生活圏の変化に沿って公共交通の在り方も住民の方々と共に考えていきたい」と述

べましたが、これは運動を進める上での重要な視点だと思います。 

 

（３）導入決定後の宮城交通との懇談 2023年11月8日 

 仙台市との懇談の後、制度の適用拡大で事業者として宮交の状況を私たちとしても押さえておきたいと思

い、懇談を申し入れました。宮交の担当課は、「制度については、仙台市が主導なので宮交からどうのという

ことにはならない」との観点で、「考える会との懇談必要ないのでは…」との受け止めでした。そこで私たち

は、制度のことだけではなく、バス路線のことで新たなお願いもあることを伝え、懇談を引き受けてもらい

ました。 

 宮交の営業部次長兼計画課長は、懇談にあたり以下のように話しました。 

 

 

 

 

 

5月に「学都仙台フリーパス」とは別の、宮城交通と仙台市交通局のバスの乗り放題となる新たな

学生フリーパスについて、令和6年度末（2024年度末）までの導入に向け、対象区間や費用負担な

どについて、交通事業者との合意に至ったこと。路線バス運行エリアと大学所在地・高校所在地を

基に学生の運賃負担に大きく差が生じていること（市バスフリーパス5970円/月 VS 宮城交通の

平均定期利用額12000円/月）を踏まえ、その差額是正を持続可能な公共交通ネットワークの構築・

若年層に公共交通の便利さ・将来にわたっての積極的利用促進の観点から実現に踏み出す。 

今回の制度は重大な施策です。正直なところ制度の実施後に不安がある。安くなれば利用者が増えるの

ではと思われるでしょうが、学生さんは朝と夕方しか乗らないし、混めばバスの増便も考えなければな

らない。運転手不足の問題も大きい。日中利用されている敬老乗車証の負担割合がもし負担増になれば、

（敬老乗車証値上げ：2024 年 10 月 1 日より実施。2023 年 11 月 8 日時点で宮交は敬老乗車証値上げ

の情報をもっていた）朝夕学生さんの利用が増えても日中のお客さんが減ることになる。仙台市の施策

にできるだけ協力をしていきたいが簡単ではない。フリーパスのことも、導入して終わりではなく、ほ

かの施策も含めて総合的に考えて行かなければならない。 
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計画課長は続けて、「運転手不足については、2024 年問題でますます苦しくなっており、収入より支出が

大きくギリギリのところでやっと持ちこたえているというのが現状。バス業界では、限られた大型二輪免許

保持者を取り合っていて、貸し切りバス・高速バスが稼ぎ頭で、路線バスの赤字を埋めているというのが長

年の実態である」と話されました。そして、「フリーパス導入でプラスになる側面はあるか」との私たちの問

いに「蓋をあけてみないと分からない」という答えが即座に返ってきたことには、複雑な思いがしました。 

 

9 朗報！ 本格実施より 1年経過で補正予算が付く！ 
（１）「せんだいバス FREE＋（プラス）」として本格実施 2024年10月1日 

いよいよ、2024 年 10 月 1 日、仙台市は「学生にプラスなバスライフ」をキャッチコピーに「せんだいバ

スFREE ＋
フリープラス

」との名称で、本格実施に入りました。一番の懸念事項であった1か月の定期代が平均の

12000円台から「8000円」に圧縮されました。私たちは、とにかくこの制度が本格実施された後、どのよ

うに進むのか 1 年後の結果を見守ることとしました。制度の実施発表から 5 か月間、仙台市は、地下鉄車

両内や改札口、地下鉄コンコース、定期券売り場などの広告設置やチラシ置き、また、市政だよりなどで

仙台市機関の発行物で周知に力を入れました。それら宣伝物を目にするたびに 1 年後の結果が待たれまし

た。【資料】５ページ参照 

                    

（２）  実施1年で補正予算が付く実績！ 2年目は 6億1000万円計上！    

2025年9月末で実施1年が経過します。私たちは、公共交通推進課にこの間の実施状況を聞き取りしま

した。聞き取りは以下の3点です。 

① 補正予算が組まれた経緯…予想を超えるたくさんの学生さんの利用があったため。 

 補正予算 3億7000万円     当初予算 2億7000万円 

② 利用状況の実際 

令和6年（2024年）10月から半年間で  1万5000枚（定期券1か月1枚で換算） 

   令和7年(2025年）4月～7月 4か月間   2万1000枚 

    来年度 令和8年4月～令和9年3月    5万1000枚  6億円を計上 

③ 宮交と仙台市交通局との収入分配の割合 

宮交     8割       

仙台市交通局 2割 

2023 年の 11 月 8 日の宮交との懇談会では、宮交はこの制度の実施に不安を示しておりましたが、それを

拭い去る結果が出たことに私たちは心から安堵致しました。 

 

10 おわりに 

「せんだいバスFREE ＋
フリープラス

」は好調な滑り出しを見せています。今後は、バスと地下鉄の乗り継ぎを

システム化し、さらに利便性の高い制度になるように関係部署に働きかけていくことです。先行していた

「学都仙台フリーパス」は、地下鉄への乗り継ぎはすでにシステム化されて大変スムーズに利用されてい

ます。 

2025年夏の参院選の直後に仙台市太白区の市議補選があり、市議会に反映してもらうよう地域の皆さん

の声を聞いてを回りましたが、高校生のいる家庭からは一様に、フリーパスが宮交で使えることになり本

当に助かっているという声が聞かれました。また、バス路線の廃止やバスの減便、最終バス時間の繰り上
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げなどで困っていることがたくさん出されました。 

公共交通の問題は、今や全国どこの地域でも声が上がっています。その解決には一民間バス事業者での解

決は難しく、行政が関わり公共交通施策として打ち出していかないと前に進むのは難しいことと実感してい

ます。今後も、私たちは『皆さんの声を聞き』解決に向けて運動を進めていきたいと思います。 （了） 

【資料】 せんだいバス FREE＋の最新情報   出所 仙台市HP 
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被災地めぐり 3.11から 15年目・気仙沼市/小泉海岸  （表紙写真） 
阿部 重憲 

 被災直後から仙台市宮城野区蒲生地区の被災者のまちづくり運動に係わってきました。その関係で、高度

成長期以来の港湾開発から蒲生干潟を守って来た市民運動の方々とも知り合い、被災地の海辺の自然につい

て考える「里浜ネットワーク」の活動にも時々顔を出してきました。   写真 スナガニ（上） 同巣穴（下） 

 その「里浜ネットワーク」では、防潮堤建設等による震災後の生態系 

の変化について調べようとスナガニの生息（定点）調査を行っています。今年も既に数か所の調査を終え、

今回参加することにした小泉海岸（気仙沼市）を含め、10月13日には 

各地の調査についての報告会が行われました。 

今回の調査地区である小泉海岸には、高さ14.7ｍ、巾90ｍと県内最 

大の防潮堤（表紙写真）があります。建設をめぐり、大規模な住民運動 

（注1）も展開されましたが、残念ながら県当局等に押し切られた地区 

のひとつです。しかし地域住民は、かつての自然環境は失ったものの残 

された素晴らしい環境を次の世代に伝えいくために様々な活動を展開し 

ています。 

そんな方々とともに行ったスナガニ調査（写真右上：スナガニの穴）で 

した。個人的には巣穴4か所の砂をかき出し、スナガニに出会えるので 

はと期待を寄せましたが、見事にふられ捕獲ゼロでしたが、全体では成 

果があったようです。しかし、この日も暑かったので、調査は早々に切り上げました。 

その後、気仙沼の住民主体の復興の底力になった、全国的にも有名な旧本吉町公民館・社会教育運動の拠 

点である本吉町図書館を訪ねました。気仙沼図書館と本吉図書館の歴史は長く、2016年4月に100周年を迎 

えたそうです（現在は、気仙沼図書館、気仙沼図書館唐桑分館、本吉図書館）。本吉図書館の始まりは、合併

した御岳村、大谷村、小泉村の各小学校に大正５年から6年に 

かけて併設されたとのことです。戦後は本吉町公民館図書館と 

して、町内各集落の公民館分館の活動を背景に整備されました。 

（注２．写真右 図書館は、この建物の中に併設されています）。 

その静かな佇まいを後に帰路につきましたが、途中の生活 

拠点である津谷商店街の姿は痛々しく、殆どのお店が閉まり、 

道行く人はおりませんでした。 

 

 

注1） 小泉海岸関連陳情書 https://www.pref.miyagi.jp/documents/13837/286054.pdf 

注2）「気仙沼市の図書館100年のあゆみ」発 行  平成３０年３月２９日  発行者  気仙沼市図書館   

https://www.kesennuma.miyagi.jp/edu/s187/010/010/010/150/toshokan-ayumi.pdf 

 

【編集後記】◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 2025 年建築とまちづくりセミナーin 仙台が、無事終了しました。皆さんお疲れ様でした。年明

けには3.11の丸15年目がやってきます。何をして来たのかが、心底問われる時がやってきます。  

           （20251107.SA） 
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